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ＳＡＴＯＹＡＭＡイニシアティブ推進ネットワーク（H25.9.13発足）

■ ネットワークの概要

生業の創出
（経済の持続）

生物多様性の保全
（環境の持続）

地域振興
（社会の持続）

≪３つの視点からアプローチ≫

＜ネットワークの目的＞

「ＳＡＴＯＹＡＭＡイニシアティブ」の理念を踏まえつつ、国内における多様な主体

がその垣根を越え、 様々な交流・連携・情報交換等を図るための“プラットホーム”

を構築し（場の提供）、ＳＡＴＯＹＡＭＡにおける生物多様性の保全や利用の取組を

“国民的取組”へと展開

●地方自治体、NPO,企業、学術研
究機関等101団体（H25.10時点）
で構成
●石川・福井県が共同代表



国内におけるＳＡＴＯＹＡＭＡムーブメントの醸成
ＳＡＴＯＹＡＭＡの保全や利用の取組を国民的取組へ

『ＳＡＴＯＹＡＭＡ』をキーワードに
多様な主体が繋がるプラットホームの構築

企 業

行 政

NGO・NPO

研究機関

３ 対話と実践１ 普及啓発 ２ 情報発信

ネットワークの取組（３本柱）

・里山保全活動に貢献したい

・企業戦略に位置付けたい

・調査、研究、活動の
フィールドを探したい
・外部資金を獲得したい

・補助や支援制度を活用
したい

・協働に取り組みたい

・地域を元気にしたい

・里山保全活動の協働の
パートナーを探したい

生物多様性の保全
（環境の持続） 地域振興(社会の持続)

生業の創出(経済の持続)

ＳＡＴＯＹＡＭＡイニシアティブ推進ネットワーク

■ ネットワークのイメージ



 

SATOYAMA イニシアティブ推進ネットワーク  参画団体 

（五十音順） 

【企 業】２３ 

旭化成株式会社、アサヒビール株式会社、アボットジャパン株式会社勝山事業所、 

株式会社伊藤園、銀扇福井株式会社、久保田酒造合資会社、株式会社グランディア芳泉、 

コマツ、cinq、積水樹脂株式会社、大成建設株式会社、中越パルプ工業株式会社、 

西田建設株式会社、株式会社福井銀行、福井県信用金庫協会、株式会社福邦銀行、 

株式会社ホクシン、北陸電力株式会社福井支店、前田電気株式会社、株式会社松田（幸）組、 

三崎屋電工株式会社、山田兄弟製紙株式会社、横山電機株式会社 

【研究機関】７ 

金沢大学、高等教育コンソーシアム信州、公益財団法人国際湖沼環境委員会（ILEC）、 

公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES）、 

東京大学サステイナビリティ学連携研究機構（IR3S）、 

東京農業大学農山村支援センター、横浜国立大学 

【ＮＰＯ・ＮＧＯ等】２１ 

特定非営利活動法人アースデイ・エブリデイ、あさか環境市民会議、 

特定非営利活動法人エコプランふくい、特定非営利活動法人環境修復保全機構（ERECON）、 

環境ふくい推進協議会、認定特定非営利活動法人共存の森ネットワーク、 

熊谷市ほたるを保護する会、鴻巣こうのとりを育む会、独立行政法人国際協力機構（JICA）、 

国際自然保護連合日本委員会（IUCN-J）、 

国連生物多様性の１０年（ＵＮＤＢ）市民ネットワーク、こまつＳＡＴＯＹＡＭＡ協議会、 

（公財）埼玉県生態系保護協会大宮支部、三方五湖自然再生協議会、ＣＥＰＡジャパン、 

日本野鳥の会福井県、（公財）福井観光コンベンションビューロー、福井県山岳連盟、 

福井県自然観察指導員の会、別府沼を考える会、水辺と生き物を守る農家と市民の会 

【行 政】５０ 

環境省、農林水産省、 

愛知県、石川県、香川県、鹿児島県、神奈川県、岐阜県、埼玉県、佐賀県、滋賀県、徳島県、 

栃木県、鳥取県、長崎県、長野県、兵庫県、福井県、福岡県、福島県、宮城県、 

穴水町（石川県）、あわら市（福井県）、伊那市（長野県）、越前市（福井県）、加賀市（石川県）、 

掛川市（静岡県）、勝山市（福井県）、金沢市（石川県）、かほく市（石川県）、 

軽井沢町（長野県）、小松市（石川県）、西海市（長崎県）、坂井市（福井県）、鯖江市（福井県）、 

志賀町（石川県）、珠洲市（石川県）、高浜町（福井県）、中能登町（石川県）、 

名古屋市（愛知県）、七尾市（石川県）、能登町（石川県）、延岡市（宮崎県）、羽咋市（石川県）、

白山市（石川県）、宝達志水町（石川県）、松本市（長野県）、真庭市（岡山県）、 

輪島市（石川県）、若狭町（福井県） 

計 １０１団体（9/13 現在）※ 下線 : 設立発起25団体  



里地里山における草本等バイオマスの利活用に係る今後の取組

○かつて、里地里山は、肥料(落葉、草)、飼料(草)、建材・素材(木、枝、粗朶)、燃料(薪、木炭)の生産の場として利用
○伐採、落葉かき等の定期的な攪乱は、植物の種の多様性を高め、モザイク的な里地里山の多様な生息・生育環境の提供と合わせて生物多様性に寄与
○燃料革命により、石油等化石燃料へのエネルギー転換が進むにつれ、薪・木炭生産量は減少、食料構造改革による農林業や生活スタイルが変化し、
里地里山資源利用は低下。この結果、里地里山は放置され、荒廃が進むことで生物多様性の劣化等が問題。生物多様性国家戦略では、このような生物
多様性の劣化を我が国の生物多様性の第２の危機と位置付け
○里地里山には、広葉樹(枝幹葉)や針葉樹の間伐材に限らず、竹、草など多種多様な形態の草本等バイオマスが過剰に蓄積
○こうした多様な草本等バイオマスを主体としたエネルギー供給システムを構築することにより、里地里山の保全活動を促進し、地球温暖化防止（CO２削減）
と生物多様性保全の実現に向けた取組を展開

背景・目的

地球温暖化防止
・石油代替によるCO2削減
・適正な里地里山管理

生物多様性の保全
・里地里山の管理促進による
生物の生育・生息域の
保全

地域活性化
・燃料コスト削減

・施設利用者の増加
・保全活動の促進

期待される効果
取組内容

１．現在の取組(H26年度概算要求）
＜地域主導による再生可能エネルギー等導入事業化支援事業＞
○ 草本等バイオマスエネﾙギー供給可能量検討
○ 草本等バイオマスエネルギー循環生物多様性保全
計画の策定（モデル地域として5地域程度）
※モデル地域（生物多様性保全上重要地域）
→ 重要里地里山、エコパーク、国立公園等の
自然保護区等で実施

２．今後の展開（H27年度以降）予定
＜モデル地域における実証試験＞
〇 モデル地域(5地区）による実証試験
○ バイオマスエネルギー供給システム導入手引書等作成

３．他事業との連携
里山燃料棒の製造技術開発と社会実装のための
実証研究（H24～26)

※ 地球温暖化対策技術開発・実証研究事業
との連携による新技術を活用

●草本等が植生している里地里山

●里地里山保全活動（草刈り、伐採）
温浴施設 スポーツ施設(プール）

ビニﾙハウス 宿泊施設

●バイオマス燃料利用施設

●草本類バイオマス
燃料燃焼

エネルギー提供

対価等の支払い（保全活動の促進）

バイオマス地域循環モデルシステム



 

2012.5.17 



 



【事業名】 里山燃料棒の製造技術開発と社会実装のための実証研究

【代表者】 東京農業大学農山村支援センター 竹田純一 【実施予定年度】平成24～26年度

事業概要（抜粋）

【技術的意義】

○里地里山の保全活動では、広葉樹（幹、枝、葉）に限らず、針葉樹の間伐材・枝葉、竹、
草など、多種多様な形態の草木質バイオマスが生じる。

こうした多様な草木質バイオマスを燃料化目的で収集、処理、保管・乾燥、規格化（成
型）等を行うための簡易かつ適切な処理法の確立や規格化がなされていないため、燃料
化が進んでいない。

里地里山保全活動時期と草木質バイオマス由来の燃料需要時期とは一致しておらず、
適正な保管による劣化防止が必要である。

○草木質バイオマスの主なエネルギー活用形態は、ボイラーによる燃焼である。バイオ

マスボイラー燃料の主流である針葉樹チップやペレットに比べ、草木質バイオマスは燃
焼安定性の点で劣る。

○里地里山保全に伴い生じる草木質バイオマスは、保全活動という生産活動とは異な

る産出の特性上、需要に応じた供給ではなく、供給に応じた消費が前提となる。保全活
動の拡大と草木質バイオマスのエネルギー活用には、保全活動の担い手とその周辺に
位置する地域住民自らが利用者となり、地域内で循環するための仕組みが必要である。

里山燃料棒を社会実装するための実証研究

B-1 Satoyama Energy Management System（以下、ＳＥＭＳ）の開発及び提案
里地里山の保全活動から生じる多種多様な草木質バイオマスを、これまで進ん
でいなかった燃料化を含めた地域内循環を進めるため、里山燃料棒の活用を含め
た里山管理システム（ＳＥＭＳ）化を行い、その汎用型を地域に提案できるよう開発を
行う。

B-2 ＳＥＭＳ導入体制整備
自治体等の既設ボイラーおよびボイラー導入計画に関する情報を元に、ＳＥＭＳ
を導入するモデル地域を選定し、地域ごとのＳＥＭＳの設計、燃料棒の規格設計な
どを行い、燃料棒成型機、ボイラーの運用設計を行うなど、体制整備を行う。

B-3 モデル地域における実証
ＳＥＭＳの導入を計画したモデル地域での実証を行う



１.石油と薪のエネルギー量比較

灯油／１ℓ

•8,600kcal/ℓ

•水200L：17℃→60℃熱量

薪／３kg

•(4,500kcal/kg※気乾)

•9,333kcal／3kg(含水率40%)

竹・草類／３kg

•9,333kcal/3kg

一般的な灯油ボイラー

• エネルギー効率９０%
• 7,700kcal/ℓ

２次燃焼式高性能薪ボイラー

• エネルギー効率85％
• 7,933kcal/3kg
• =灯油１ℓ

２次燃焼式高性能薪ボイラー

• エネルギー効率85%
• 7,933kcal/3kg)
• =灯油１ℓ

ボイラー燃焼時の実際のエネルギー量

灯油

東京農業大学 農山村支援センター
Rural Districts Support Center, Tokyo University of Agriculture

灯油１リットルの熱エネルギーは、薪（針葉樹、広葉樹、竹と草の燃料棒）３Kｇに代替可能



２.里地里山から発生する草木質バイオマス資源と熱利用の流れ

Satoyama Energy Management System（S.E.M.S．）

薪割機

長さ90cm程度にカット

チェーンソー
原木・
切丸太

天日干し

長さ90cm程度にカット

竹筒

シュレッダー

チッパー
地域の
ストック
ヤード

原木・
切丸太
薪など

里山
燃料棒

モミガラ

枯草

チップ

チップ

福祉施設・病院等

温浴施設・
温水プール等

ビジターセンター
セミナーハウス等

薪ボイラー
（2次燃焼式）

給湯・
暖房

給湯・
暖房

給湯・
暖房



４.各主体の役割と目標の共有



（参考資料１） 草木質燃料による石油代替効果の試算例


